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した小品とえ立っており，連続した統一性は見られなし、O

~ u次を昆ればわかる通り，このエッセイは野鳥，村人安
犬，村落， リンゴの花，恕い出等，さまざまな事揺を雑

f'1黙と共に良い生涯を過した註udsonは，小説以上に 多に収録した惑がある。小議ではこのパラエティに富ん

多くのょにッセイを成している。沼イド，第二作と小説を だIJ，品集を通じ作者の物の見方や:考え方を考察してみ
発表し，小説家として技場した伎は， 19悦咋にはよ業じ代 たし、と思う。なお，表題について一言触れておくならば，

去作 GreenM ansio削を上手i与する。 LU乙彼は小説家 作者が旅先のホテノレで知り合った人から“Youare a 

として世に知られることになるが，公表された作!日1数か traveller in little things...." 1 と詰われたお葉にLll米

ら宵えば， fE倒的にエッセイの万が多いのである。しか している。ロンドンを離れ，地方の村議を訪れてはそこ

も作品数が多いというだけではなく，質的にもエッセイ で生活する農夫や少女を，あるいはそこに存在ずる教会

を高く誹仰する批評家も少なくない。技巧を要ずる小説 や吋属墓地を好んで取材する作者にとって， r小さき物
家よりも，徒には九然と親しむことによって得た体験を への旅〆人jというタイトルは当を得たものであり，彼は

ありのままに記述する方が性分ι合っていたのかもしれ 時臨することなくこの言葉を器用したのであった。

ない。実際附設のエッセイの多くは，伎の見閉した実関:

界の喜怒哀奈を，そのまま出方ごしたものが多いのである。 1 ニ人の元議

伎の対象とする題材の大半は. n然界から得たものであ
り，特にそこに諾怠する鳥類が多い。披tこは鳥矧に!期す !~7LI tl，作者は二人の兄弟ιついて，三三種三掠の物語)孔

る専門書もあるほどで，烏の控場しない著書はまず無い エッセイを載せている。即ち，“B1∞d:A Story of Two 

と詩っても過誌ではあるまL、。英文学で Hudsonと設え Brothersヘ“ASecond Story of Two Brothぽ Sけ及び“A

ば烏と言われる帝以も，このようなところから来ている Third Story of Two Brothers"であるが，このなかで特

のであろう。ア/レゼンチンの大草原にホをうけ，そこで に興味をひくのは二番目の“A Second Story of Two 

成長した彼にとって，草木や応類は生まれながらにして Brothers"と題した一議である。それは 'astoryteller' 

内[8に観察できる環境が備わっていた。フラミ γゴやハ と呼ばれる捻ど物語の巧い彼が，エッセイにおいても物

ミングパ…ド等に見られる生鮮やかな，t;~頼，オンヅウや 語手法を活用しているからである。もう一つの興味は，

朝鮮アザミ等の珍しい草木類，広大なパンパスで草を食 このエッセイじはその舟容において，“日 Umbu"とい

む牛や:下の家選，あるいは近隣ι住むスベイン系の突し う知篇に類似した点がJ!られるからである。まず，物語

い全性たち，これらはみな打:長の実体験に基づいて採録 の巧いというj誌に|対して述べれば，ニのエッセイはかつ

され，作品化されている。 1874年設は設先の国イギリス て紙上ι掲載されたある事件記事を素材に，自己流に主Ij

に渡るが，この自然、志向は少しも変らず，折をみては地 作したもので，その子:)腕は見事に発揮されている。ま

方に出かけ，鳥類や持然を観察し続ける。これから述べ た，構成i弱から言ってもこの小品は三倍のなかで最も織

る晩年作.A Traveller in Little Things (1921)も まっており，ストーすィの展開も自然、で無理がない。こ

地万に取材した作liltlで. t~烏に 111かけた作者"が観察した のエッセイは1850年代から1880年代にかけて，アルゼン

鳥類や，道中出合った村人たちについて述べたものであ チンのある地万U実際起きた人曜い事件を設ったもの

る。全筋37辛から成るこの作11Jiは，各取それぞれが独立 で，当時のヴェノス・アイレス紙にはこの事件が掲載さ
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れたとL、ぅ。しかし，この事件も月日の経過じつれて作

者の念頭からすっかり消え去っていたが，ブ口リダに住

む友人の使りが機縁となり，当時のお件を思い出し，再

現を試みたのである。

1850年当時のこと，ヴz ノス・アイレス南方広，スコ

ットランド人の移住者である Gi1mmげという男が，手と

牛を翻って暮ーしていた。ある誌のこと，設は麗っていた

土器の牛事tll、の一人を，職務怠散を理指に，突採解雇し

てしまう。解震された牛鍔いは援鱗を誘いa 腹癒せにそ

の麗支の子供を一人連れ去ってしまう。その雇主は子供

を取り民すため，何年も~涼:を続け，多大な財産を費し

たが，結局発見できなかった。このような次第で，家族

のなかで子供の生存を信じ，いつか再会の日を夢みてい

たのは母だけであった。しかし，ある日のこと，この家

に一人の旅人が立ち寄ったことから，事件は俄に明るみ

に出た。その旅人は|司寓していたこの家のもう ・人の息

子を見て，後とそっくりな青年応辺壊の能哨基地で合っ

たことを告げたからである。この3誌の忠、予は早速指婦さ

れた場所へ兄を探しに長途の旅へ出る。しかし，兄のi芳

膳部活は既に移動会令を受vt，その場じは賠なかった。
ニ疫三度と捜索を操り返えした弟は，兵全となって軍務

についていた兄を遂に発見し，家に連れ成すことに成功

する。 5哉の時tf-自いに連れ去られて以来， 30年搬り応

決った授は小さい頃の記憶を完全に喪失し，年老いた{手

を失望させる。母は背の記憶を少しでも蘇らせるため，

傍じ付きっきりで手を尽すが，無駄であった。彼は|掠を

J!ては家から抜け出し，使用人である牛史跡、の仲間は入

しの，かれらと同じ言葉で話すのを好み，むしろかれら

な同胞とみなすのだった。椅子に腰かけ読諜したり，耳

慣れない古葉で話す仲間，つまり家挟と一緒応居るのを

劉胞に思うようになっていたので、ある。

嬰約すれば以トーのよう之内容であるが，持者のょにッセ

イに見られる物語の特徴は，本賢治には小説における場

合と大農なく，言わば短第十説を読んで略いるような錯角

に縮る。このよじッセイのテーマは向かと言えば，環境の

変化に搾って人間の性格が一変することを述べている。

“Blood: A Story of Two Brothers"では，これとは民

対に，人間の品格や性格は環境の変化によるのではなく，

家桝や血統によって定まることを述べたものである。間

米で，スペイン糸の血をひくある名門の:貴族が，一人息

子の遊び相手に，身'{，fりもない浮浪児同然の土地の子洪

合引き取って養育するが，青年になった二人を観察して

みると，両者ともハンサムで立派な張装をしているが，

品格やマナーは全く異主り，患は争えないことを述べて

いる。ここでは土地の浮議見が，身分の高い家族の一員

として我が子同様に育てられたが，持って生まれた性格
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までは変らないことを例ぷしたものである。このエッセ

イはAir述の新聞記事を素材にしたのと異なり，作者が南

米時代に体験した実話に恭づいたものであるが，いずれ

の場合も細やかな素材を和泊して，巧妙に物語る子法は

共通する。

“A Second Story of Two Brothers"の持つもう一つ

の興味法， 1902ff発友の“ElOrnbu"に一部類fl;t点が見

られることである。 I~討をな比較してみると，子をJ[\ う母

親の気持が双方に強く務みH¥ていて，家を離れた技が子

の生存を~く信じ，円余の日企忍IrlÎJ強く待ち?とびる場面

には共通性が見られる。もっとも“ElOmbJ"において

は息rと再会するiIIIι母親はじくなり，他方t1，子も父の
仇討に出かけたのは良し、が，不幸にも返;~.'Íに合うという

一層悲惨な幕切れになっている点は異なる。エッセイで

は，その土地の旅人がJiJ、子の消以をもたらしてくれる

が，短揺においても河服，ある老兵が消怠をもたらして

くれる場i揺が設定されている。旅人と老兵の違いこそあ

れ，それぞれの家狭がふとした議会に，第三者によって

費重なニュースを得るところは時じである。しかも，そ

れぞれり忠一子が最初のお;議場所には苦らず，毘tこ謬勤し

軍;務についていた場弱も娯恕する。更には，忠子を引き

戻すため，控議字iへ出かけてパスポートを入手し，除liま

の許可を得ている点も双ガに共鴻し，一部構想まで類似

性が見られるのである。

“A Second Story of Two Brothers"は，これを代表

的な短篇である“ElOrnbu"と比較するならば，幾つか

の場面で矧fU}，':(が児られる。しかし，ストーリィの展

開，構成や構想など全体的に見れば，全く異質の作l日lで、

あることに相還はなし、。後者の場合はオンブウという樹

木に謹わる迷信を扱い，見事な哀請に仕上げたもので，

教授も恕諮のなかではベストだと認めている

通り，内容的には比較ぶならないほど援れたflfMlになっ

ている。このように，作者の措く世界は村人たちの素朴

な日常生活に題材を:j!}，表題諮りのわj、3投物Jを扱う
ことを特色とするけれども，その作品が読者の感情にf'f

)fJする力は決して小さなものではない。

n 地方の少女鱗織

ロンド、ンを離れ，地方へ保X;与に出かける作者は，道中

いろいろな人たちにはifTう機会にiJままれた。その年齢思
は大人から子供までかなり広範に及ぶが，設はtJに幼い
よcの子たちにl:tj，たがあるとみえ，彼女たちとの出合を数
多く取り挙げ，興味深い観察をしてL、る。拐えば5惑の

女の子を，毘年齢の男の子と比較しながら，その捧持発

識の招違について述べるとしみ共合である。読の観'議に
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よれば，男の子の精神発達はゆっくりと，死ぬまで続く の習慣が消え去ってしまい，これに代わる謙遜，もしく

が，女のfの場合はごく早期に完成してしまう。また， は尊敬を示す技拶の{上ガが無いことを，残念に思ってい

女の子にはi止問慣れした (sophysticated)ところが認め るのだ。

られ，これは生まれつきのものだと判断す刷る。例えば， 止の子の魅力，あるし、は焚しさについて，作者がどの

女の子が大人の部で，人をからかうような笑みを浮べ， ように感じているのか，次に述べてみたい。ロンドン北

、たずらっt品、表併をして見せるのがそうであるα 女の 東部の寝岸 Cromerで，披は10段位の少女に出合うが，

子のこのよう在Ilt関前れした性震は，後によれば，ゃっ その持の彼女の印象は忠れ難いものであった。浜辺の遊

とli1tl足で立ちとがる根から始まり，いたずらの最初の畿 歩道を歩いていた設は 5人のグループカミ逗づいて来る

{院ということじなる。これは，あるいはこれに獄似した のに気づく。そのグル…プは9裁か10歳泣の少女と，大

例は，作者の指摘を待つまでもなく，またイギリスの191] 人4人から成り，械が合引時はたいてい数歩 iドであっ

に|眠らず，幼児にしばしば観察されることで，体験者も た。かれらの厳格そうな点情や，古めかしL、，';!ll.、服から

多いのではないかと問、われる。女の子にはごく早期から 判断して，作者は京教心のjおし、人ではないかと思うので

ほ1抜本能が見られるが，その理11-1を作者Jま， ~ぐの子には あるが，請をする機会は得られなかった。一度少女・とは

そもそも対象物のI!t話をして， n己満足しようとする性 ふとした機会に，瓦獲を交わすことができたが，授はそ

質があるからだと考える。立の子が，対象物としての人 の時魅惑され，!Aかな愛?討さえ感じる。恨の持論では，

影や，あるい時人形の持つ)I~実在性に興味がなくなれば 立の子が(J己を意識し始める年頃になるとその魅力を失

子六や子誌などの生物を註話し始める綴舟は，識かに共 い， .最高に魅力者ど発障するのは5設から7議頃までとす

過して見られる現象と言えよう。彼はまた，女の子を魅 る。しかし，それに持続に例外のあることを認めてし、る

力的にするのは，このような木能的簡動が，模倣や早熟 ように，この少女の場fじまさにその針外的ι配だった
と組み合わされているからだと考える。次じ作者は，ー のである。彼は彼女に始めて合った時の印象を次のよう

体彼女たちが物を考えるか百かについて論じる。それに に記している。

よると，考えることに違いはないが，彼女たちのごく初

期の思考にはμ己意議がないため，真意、もわからず物を Her large ey側 wereblue， the rare blue of a perfect 

考えるということになる。作者が 5 歳のkの子に「生~ summer's day. There was no need to ask where 

るって，何の役にたつの'?J 4 と紫印されて，樗黙とす she had got that colour; undoubt凶lyin heaven 

どはその好例であろう。実際時期として， 5議 “出 shecame through." The features were perf舵し

and she was pale， or部 ithad seemed to me at 
純度の子供に，生存の意義などわかる答もないのである

が，その子は真顔で費出している。このように作者は地 first， but when viewing her more closely 1 saw 

ガの子供，特に女の子に関心を寄せ，その精神発達情況 that colour was an important element in her love-

tこ滞日する一方で，地方に鴻存するおい狩憤へ日を移す liness-.a colour so delicate that 1 fell to comparing 

のである。 herflower-like face with this or that particular 

作者が例によって，広い村j立を1"111¥ぷ'l(で通ると， 5歳 flower. 1 had thought of her as a snowdrop at 

じなるtぐの子が道端に寄って， f刊の臓を折りまげて身を first， then a wind-flower， the March anemone， with 

低くしながら会釈 (curtsy)ずる場到に出合う。彼女の態 its touch of crimson， then various white， ivory， 

境や口調tままるで高去な人じ対するそれで，大いに設は and cream-coloured blossoms with a faintly-s侃n

損失うので怠るが，子洪の太人に文守するこのような会釈 がれkblush to them. 

り，第士の天性と考える。農業地 註erdress，側ceptthe stockings， was not black; 

;常に大人や老人と生活しているうちι 子部は説母

、るのではなし、。それどころか，一部の地方を設き，こ ここでもそのガ訟を用いている。 天から得たよう
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なその青い詩，特殊な花のような顔色などがそうで，人

物描写におけるこれらの特色は，初期の作品から晩年作

まで終始一貫している。色を表現する際の響II{おはついて

述べれば，それが明鳴であれ暗11訟であれ，その用語とし

て邑然物や自然現象会用いている場合が多し、。この場語

は，遊歩道をしかつめらしい表告で，ぼそぼそ話しなが

ら歩く大人の後を，物もぎわず，もくもくとついて歩く

少女を語いたものであるが，作者は彼女の擦に Milton

の憂いじ沈んだ応般を想認する。このグループにニ度三

度合ううちに，少女の方も彼を意識した様子で， 自を上

げては，はにかむような慢しい表情を浮かべるのであっ

た。その後，彼は砂浜で遊ぶ設女と，ニ百出誌，言葉を

交わしただけであったが，次のB.再び合ったu寺の喜び
を次のように表現している。

Our next encounter was on the parade， where 

she appeared制 usualwith her people， and nothing 

beyond one swift glance of recognition and 炉問ting

could pass between us. But it was a quite wonder-

ful glance she gave me， it said so much :-that we 

had a great secret between us and were friends 

and comrades for ever.6 

その少女は，識字いIJ毘せと挨1Yをしただけであった

が，その時の彼女の日は，十分に物を習ったことがわか

る。この場面はBeatriceにー昌也れしたDanteの心境に

似た，清純箆妙な殺を感じさせてくれる。また，この場

面には，物議わぬ少女の魅力が的確ι表現されており，

読者のICAこいつまでもその余韻を残すのである。彼女が

浜辺で技とj遊ぶ時の表侍は，大人たもの仲間に円る時と

違って，スイートピィの立のように愛らしくええたの

法， 了i交路女作の Transita が設と遊ぶ時の表請をJ~~わ

せる。つまり，自黙と共に遊ぶlJi:の少女，例えば Rima

tこしても，この少女にしても，彼f;::たちはみな明るく，

生き生~と躍動するのである。作者にとって，女性がた

だ美しければ良いというのではなく，内部から湧き出る

がjかを秘めた女性でなければならなし、。例えば，その人

口身の持つ詮格や精神からくる総力がなければならない

のである。彼が“thebeauty is the good" 7 と言うの

はこのような意味を含むのであって，単に美しいのはこ

の範鵠には入らない。

盟 村の訪問者

地方の村落をi訪れる作者は，その土地の鳥類や自然，

あるいは村人たちの観察を常とするのであるが，村その

ものを諾いたなかで〉“SurreyVillage"の冒頭ほど美し

く措かれた風;おま少ないであろう。それは次のように書

き記されている。

Through the scattered village of Churt， in its 

deepest仰rt，runs a c1ear stream， broad in places， 

where it spr倣 dsover the road硝wayand is紛 shal網

low that the big cart-horses are scarce wetted above 

their fetlocks in crossing; in other parts narrow 

enough for a man to jump over， yet d冊 penough 

for the trout to hide in. And which is the prettiest 

one finds it hard to say-the wide splashy places 

where the cattle come to drink， and the r・ealcow 

and the illusory inverted cow beneath it are to be 

前entouching their lips; or where the oaks and 

ashes and elms stretch and mingle their horIzontal 

branch郡 ;-wherethere is a green leafy canopy 

above and its green reflection below with the glassy 

current midway between. On one side the stream 

is Surrey， on the other Hampshire. Where the two 

counties meet there is a vast extent of heathland-

brown desolate moors and hills so dark 制 tolook 

almost black. It is wild， and its wildness is of that 

kind which comes of a barren soil. It is a country 

best appreciated by those who， rich or poor， take 

life easily， who love all aspects of nature， all 

weathers， and above everything the liberty of 

wide horizons. 8 

散在する Churt村を通って流れる美しい)!10海馬車馬

が渡っても，せいぜいけづめもが漏れる程度の諜さ。か

と思えば， )!II誕の狭い箆済では汚鱒が認息するほど，深

い現もあるとしう。 J!lr出こ出影を挟し，水な飲む牛。緑

なす木々，広大なヒースむ版。どれもみな美しく，のど

かな村の風景が感じられる。作者も認知して高うよう

に，気の利し、たエンジェルが身ι付けていたマントを脱

t!，この地にi放いてあげたのであろうか。まさにこの地

はオアシスの趣が島り，疲れた者の心を癒す。作者は白

熱心は人間の心を生き生ぎさせ，慰めてくれる力，一種

の治議力のあることを詰じている。このこと法設立身，

“お‘atureherself in her go吋 timeheals the wound she 

inflicts. . . .吋と明言していることからも理解されよう。

{自の作品のなかでも， n然の治総力を;認める笛j苛が発見
され，夙くは Birdsand Afen (1901)において，森の

!山こ憾版i国復の力のあることをjillべている。10 また，内

{えと考えられる FarAway and Long Ago (1918)応

おいても，後自身述べているように，
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告燃は治憲力のあることを強謁したのだ，ということに

なる。11 小説であれ，またエッセイであれ，このように

自然、の治議力を繰り返えし述べていることから判断すれ

ば，彼の臼然鵠の一つの大設な特徴と言えよう。

持者の自然観に言及するならば，彼の場合，自然、や野

生宝物に対して抱く，ある種の惑情をl暗ぶしない作品は

ほとんどないと言えよう。具体的にこの感情を説明する

ために，次にその例を挙げよう。

There are beautiful moments in our converse with 

nature when all the avenues by which nature comes 

to our souls seem one， when hearing and s悦 mg

and smelling and feeling are one sense， when the 

sweet sound that falls from a bird is but the blue 

of heaven， the green of earth， and the golden sun. 

shine made audible.12 

これは作者がある村遣をほ位i事で通過It. 暑い鴎射し

軒下に雀が巣作りを始めていた。地面に目をやると，枯

葉のなかから，若草の芽が減を議けzていたのである。 j孔

がおぎ，灰色の空から叫が射すと，小島もそれ広合わせ

て構るのだった。そこで咋者は野鳥の観察合統けるので

あるが，詑呂すべきは殺には野鳥の積類は勿論，その数

まで識艇できる能力があることである。次記述べる一節

はこれを証明する好例と思われるのでヲi吊してみたし、。

Listening to， and in some instances seeing the 

singers and counting them， 1 found that there were 

two thrushes， four blackbirds， several chaffinches 

and greenfinches， one pair of goldfinches， half a 

dozen linnets and three or four yellowhammers; a 

sprinkling of hedge.sparrows， robins and wrens all 

along the street; and finally， one skylark from a 

field clo関 bywould ri鵠 andsing at a considerable 

height directly above the road.13 

をj殴けるため，識の木除を見つけてそこに身を寄せてい ツグミ 2羽，グロウタドリ 4羽，ズアオアトリとアオ

た時，クロウタドリの11樽が聞えて矛た場調である。この カワラヒ寸ワ数羽，ゴシキヒワ lつがい，ムネアカヒワ 6

と，穏なす地表を嫌然と照らす太陽と，頭上の檎の薬 事，キアオジ3. 4羽 3ーロッパカヤクドリ，ヨ…ロ

から謁れる絃いばかりの光綜に，彼の室は吉然と一体は ッパコマドリ， ミソサザイ少数，ヒパリ l羽。14 わずか

なってゆく。五感はーっとなり，快い!輔は苔滑にすぎぬ な時間に.11謹の野鳥とそれぞれの数を，しかも雌雄の

ものとイヒし，金主の光線は青のiを界を静!或する。これは 底別まで確認してみせるなど，鳥類学者としての片鱗を

披が自然のなかへ自己投射することによって，その意識 不している。今誌の探鳥家においても，鳥名やその数，

がn然の一部になった状態を述べたものである。こうな あるい時雌雄の低利などは観察方法の基礎をなすのであ

ると白然は観念的なものとなり，抽象化されてー識の幻 るが，初心者にとって法これがなかなか難しいのであ

恕の壁界を創り出す。この精持機能が吏に嵩じてくる る。升用文広見られるようむ，作者の場合，鳴き声だけ

と，彼は [~l 熱のなかに，入院の知性に似ているが，それ でその野鳥名を議到しているのであるが.1. 2種なら

以上に強力な知性を認めることになる。これは彼の唱え ばいざ知らず. 10識を掛える場合はゼ穫の桟と言えるで

るアニミズムの思想であるが，彼の白熱線にみられる大 あろう。 EdwardGarnettvこよれば，彼は森で鳴くヨタカ

ぎな特徴となっているのこのような精神機能を扱った例 (nightjar) の鳴き声を上手に真似て， 誘き寄せること

は，作品のなかにしばしばみられるのであるが，特に小 もできたとしづ。15 実は伎は作家として世に認められる

説においてはその効果を発却し，長街性を高める柴田に 前に，鳥類学者としてその道の一部の専門家ι認められ
なっているのである。日然観でもう一つ昆目したいの ていた。後平 Argentine Ornithology (1888-89)が

立，彼は日然を一種の探理と考えていることである。人 共著で公刊されるに及び.Saturday ReviewやNature

惣を遵守するか，それとも破壊するかによって， などがこれを取り挙げ，大いに好評を博すのであった。16

われわれがその返干しを受けたり .:nl~'受けたりするのだ 以後復立品関に|対する一連の審議を公刊し，鳥額学者と

という考えである。これについては，彼の符えを待つま して多くのぷヅセイを琵友してゆくのである。

でもなく，混代社会が自然を乱開発した結果，どのよう 彼がふヅ勺イの題付として取り挙げるのはやIJも鳥類tこ

になったかを顧みれば，理解されることであろう ο この 誤るわけではない。京畿や家禽，動植物や見虫など，そ

うな故の観点を考惑するならば.i邸主子再者の役割を の諮問は広く，種類も多い。彼がスズメパチ (wasp)を

取し，後[Itに警?与を発していたと受け取れるのである。 敢り挙げ，ユッセイにしている倒を次に述べてみたし、。

['Hさとの触れあいを求めて村落合訪れる作者は. 3月 “Wasp and Men"と題し， 小i誌を載せているのである

も終りに近い喋， Wiltshireにコテッジを借りて住む。あ が，これは正つの挿話から構成されている。彼がある器

たりは締寂そのもので，風も冷たかったが，夙くもその 舎家に伺かれ，襲食中のところへ.-Pfのスズメバチが
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飛び込み，皆を附らせる。するとその家の息子が，これ

を退治にかかるが，民!ÙtJ'~不必要に殺されるのを嫌う作

者も立ち上がり，二人でj自いかけ1mるが，結局作者の;j

が一瞬平く謡え，これを逃す。ここにはスズメパチであ

れ，保護であれ，生物の無益金殺織を嫌う作者の品!lミに対

する識股が明示されている。第二の神話は， Salisburyに

ある小さなホテルで内経験したことを述べたものである。

そのホテルでは明職者たちの会合があり， I隣り合わぜtニ

部濯を借りた作者は，早朝の改まじい騒立に立を覚す。

朝食すfにかれらが説明してくれたl活で拭，一円のスズメ

パチが部障に入り，これを拙えるのに大騒ぎtこなったの

だと言う。力尽きて床iこ落ちたスズメパチを，ヂにした

スリッパで減移打ちにした訴を間e-，作きはかれらιI{'j

って，よくもお心家と設えるものだ，とtJt球する。この
ようなことを聖職者に干潟で言えたのも，刷版という披

の輪のなせるうたであろうが，それにも増して，生物の

殺拐を峨う彼の態授を如実に不したものと立えよう。し

かし， ln職者たちは1'1'お-の忠 ~lf l'こ， )]誌をかかえてよ;笑い

する。これに失望することもなく，被は次に，ある尚武

な方がスズメパチ保護協会を設Jょした話をし， n分もそ
れにカu入の1¥1込をしたが，認められれば誇りに思うと述

べるのこの話を開いた聖職おたち法以前にも増して様笑

する。鳥類保護協会のために大いに運動し，協力を倍し

まなかった作者にとって， スズメパチ録護協会ι入会し

たいというのは白然な，資而Hな話であろうが，月!職名

たちはこれをうmってか知らずか，殺をかかえて大笑いし
というのは，なんとも戎舟な活である。 作者の瓦い分

がまた挺っていて，笑われるのはお互L、様で， I~ 分の方

がかれらよりH告も体いのだ，と汚つてのけるあたりが

実に出白い。 RobertHamiltonがこの小1111i集について，

Hudson's essays， as a whole， rev総 1an extra. 

ordinary variety; there is scarcely any part of life 

he has failed to touch， and touching， to make new 

with the power of his genious. Passion， humour， 

pathos， tragedy， fantasy， irony， characterization， 

description-al1 are there.17 

と，いみじくも立ったように，ユーモアやペーソスなうと

えながら，人生の諸殺に渡って述べているのである。ス

ズメバチに纏わる第三の押訴は，やはり明職活の話で，

ある狩猟の大好きな牧師祷が，獲物を曜とうとしてスズ

メパチの栄を搭みつけ，これに京Ijされひどいrlに介い，
とうとう納入になってしまうという話ιなっている。こ

んな話をすれば，心優しい，話心部L

るかもしれないのだが，と前寵して語る作者ではある

が，詰ijj主の無礼なilF!職者たちの態度と考え合わせてみれ

ば，ちゃんとした落がついており，興味も告知するので

ある。ここでも昨名古まn然、は間期であることを披揮し，
cれじ反した行為は報服されることを例示している。従

って， f'f藷は博物学者としてスズメパチを観察したとい

うよりも，スズメパチと人間の交流が醸し出す，皮肉や

ユーモアを通C:，彼が生物をどのようじ見ているかを述

べたものである。

石 内なる世界への強入

Hudsonのぷッセイはパラエティ Iこ市み， 村の老若男

女を主主くかと思えば，五b槌物や自然を取り挙げ、る。しか

もその表現法ιおいては，容倒的な表現を清いるかと413

えば，他方では非常に主観的な場fTもあり，そのF埋もま
た大いι異なったものιなる。次~:.j&ベる“ The Return 

of the Chiff.Chaff"とL、うエッセイ v;!:.，チフチャツとL、

う野鳥を組はじしたものではあるが誌はそれは{、ド棄や

背ZTf?のような二義的な役別にすぎない。作者ーはその野

鳥の歌声をヰにしているうちぷ，親しかった般人を連想

しいつの間にか読者を意識のl止界へ運んでゆく。政人

の制:なや想い出を辿る過去の!世界と，彼のi泣かれた現実

界との交錯が君、識の流れに沿って線雑に織り成されてい

る点，これまで述べた二、ソセイとは見佼なものとなって

いる。

4月下旬の麓らかな日に， ('1':船主子めJe見しておいた

小湖水にやってくる。 )[lりにはハリニ乙ニシダ (furze)や

イバラ (bramble)， あるいはリンボク (blackthorn)等

の低木が伝え，孤独、を喫する者十こは絶好の場jfrを提供し

ていた。潟水ι[1を移すιミツガシワ (bogbean)が街し， 丁度!日J花携を迎えて

イニことに彼は蘇e-，また高ぶのであった。ハンノキ

(alder)では， 今合出りにチブデャフがr!l;~d" ，この Lな

い喜びに没っていた作者は，突熱絶えられないほどの悲

しみむ襲われる。 11に見える自然そのものが喜びである

と何時に，それが過去の汚い想い出と連なるためであ

る。チフチャツの鳴き声， ミツガシワの自い花，これら

はいずれも親しかった1I主人とその喜びを分ち合った想い

出の烏，想い出の花であった。 ['j然を最上のものとし，

これに刈して関じ感情，同じ思躍をもった二人にとっ

て七きることは死んで症の国へ行くよりも素晴らしい

ことであった。しかし，そのせ美も今や再びを分ち合う

友がし、ないのであれば，苦味と変り，その苑は作者の心

には張切りと映る。この間，作者の視点は可視界を離

れ，野鳥も7J<1Eも見えなくなり，意識のなかへ深く沈ん

でゆく。このような獲欝と不安な状態が続く急かで，作
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者の目の前に，不思議にも，亡き友が姿を現わし，彼に

同情し，説諭する。この時の友人の説諭は前にも触れた

が，自然には治癒力があるのだから，これに日を開けと

いうもので，

Open your eyes once more to the sunshine; let it 

enter freely and fill your heart， for there is healing 

in it and in all nature.1R 

と述べる。チフチャフが長い道程をさまざまな危険を冒

して渡り， n(l~地に着くやその|羽難を忘れ，復活の歌を

歌うのであれば，鳥以上に高級な理性をもっお前は，そ

れを k手に役立てよと説く。作者は思索を続けるが，こ

のJlli性というもが友を失った悲しみを救うものではない

こと，信仰もまたこれを救助するものではないことを結

論する。そして'悩んだあげく，昔からの救助法たる白然、

の治癒力を信じるに至る。この世の幸福が地球以外の星

は，作者がリンゴの花咲く 5月に，やっとの思いでその

村に着いた時の，村人たちの表情を記憶のなかで、再現し

たものである。

When 1 came near it that sunset splendour did 

not pass off and it was indeed like no earthly vil-

lage; then people came out from the hou配sto gaze 

at me， and they too were like people glorified with 

the sunset light and their faces shone as they ad・

vanced hurriedly to meet me， pointing with their 

hancls and talking and laughing excitedly as if my 

arrival among them had been an event of great 

importance. In a moment they surrounded and 

crowded round me， and sitting still among them 

looking from radiant face to face 1 at length found 

my speech and exclaimed，“o how beautiful! "19 

からやってくると想像した詩人や哲学者を間違ってい 夕日を浴びて輝く村や，彼を取りをく人々の顔を見や

ると判断し，生きてこの世の自然、美を味わおうとする結 りながら，思わず「おお，なんと美しい」ともらす。村

論に達するのである。彼の考えでは，死者は完全に死ん 人たちはどこからともなく現われた一人の老人を指さ

でしまうのではなく，臼然に在ってその眼目となり，そ し噂しながら群がる。すると一人の少kが進み出て，

れを表現するものなのである。従って，可視界は死者や 「美しいで、すって。ただそれだけ。ほかにはfnJも見えな

死者に対する悲しみの故に，新たな光明を帯びることに いのですか」とたず、ねる。彼は他にも美しいものがある

なると考える。この思索を通してみられる作者の自然、観 ような気がするのだが，それが彼女の目なのか，声なの

及び死観は非常に主観的で，主情的であることに気づ か，それとも彼の心を過るものなのかわからない。その

く。既に老境に達し，死期の近づいていた作者が，光の 少女に「心を過ぎるものって何なの」と聞かれても，彼

世界で、故人が待っていることを想像しながらも，なお'1: にははっきり答えられない。 I考えさせてくれ」と彼が

きて，この世の臼然、を味わおうとする生への執着が，強 弓うと， Iそうだ，考えなさし、」と村人たちが笑いなが

く惨み出たエッセイになっている。 ら1111.ぶ。彼が考え込んでいると，回りが突然静かになり

このエッセイに似て，作者自身の内面に目を向け，想 はっとして目を上げると，あの美しく輝いていた村人た

し、出や記憶の世界を扱ったのが， “Apple Blossoms and ちの顔も，金色に映えていた村も，跡形もなく消え去っ

a Lost Village"である。 もっとも，これは1918年11月 ていた。この場面は読者に今様浦島を忠わせるのである

に Review誌に掲載さたものであるが，内容面から言え が，実は作者が膿融とした意識の世界から目覚め，突然、

ば前述の思索IYJで，誓鳴を用いた難解な表現になってい 此実界に戻ったことを意味する。作品構成に関して言え

るのに反し，もっと軽いタッチで怨い山や記憶を，幻想 ば，作者がある年の 5月に見たリンゴの花の美しさに感

的な美しさで描いたものである。小品全体を通じて感じ 動したのが契機となり，その前年の10月，あるホテルの

られることは，今や老境に達した作者が，人'1:.の黄昏に ベッドで， 以前訪れた Hyden村の組!し、山に耽けるとい

相応しい:1'1'↑古歌を歌っていることで，タやけの色彩を思 う形式になっている。以IJち，現在・過去・過去の過去と

わせる，全体的に明るい調子のエッセイになっている。 いう三重の時間の流れが，複雑に構築されているのであ

作者はリンゴの花はありふれていて，どこでも見られる る。この作品構成のもたらす拙写の美しさは，前述の

が故に，怨い出と閃連しやすしそれだけになお魅力が “The Return of Chiff-Chaff"を遁かに凌ぐ。また，老

あると考える。しかし前述のエッセイの場合と同様， 境に述した作者の心理状態が，全面に表白され，その表

リンゴの花そのものはいつの間にか視界から消え去り mに味わい深いものが感じられるなど，作者晩年の佳作
Clyst Hydenという付を訪れた時の想い出に耽ける。そ と言えよう。 Frederick教授もこれを認め，“Samphire

して，牒鵬とした意識のなかで，その記憶を再現し，夢 Gatherer"と並んで，章中最も優れたエッセイであると

と現実の錯綜するイメージの世界を展開する。次の場面 述べたのはさすがに卓見である。20
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V 基地への旅人

作者のエッセイについて語る!屯村の墓地や教会付属

の墓地むボず関心を抜きにして，語ることは不可能であ

ろう。この作品じおいても彼は“HerOwn ViIlage"や

“1n Chitterne Churchyard"において，何年握りかでや

っと念掛かなって，故郷の議参に訪れた婦人の言動を，

忠実に描事している。前者は E加もyshireにある Chil栴

morton村を訪れた時， 村の教会の装地で，母娘が墓参

りしているのに出合ったH寺の印象を記したものである。

この母親は，連れの娘が生後3ヶ月の時に夫の郷里に行

~，以後14年の関，生地ι戻ったことがなかった。この

間，いつかは娘に故郷を見せてあげたいと思いながら，

速く離れているため，またその費用も無いためι，実現

できずにいた。 36裁になるその母親は，密舎の掲体労働

者の乗らしく， if-齢以上に老けて見えたが，市分の生ま

れた村がイギ‘リスで一帯美しく，なつかしい所と考える

点は，間境俸を蹄えてjIどの母親の等しく思ううえi持でおろ

う。彼女はまた，死ぬi時は両親や先祖と同墓地に眠りた

L 、と強み，ノ伝まれ故郷を離れた所で限るのは，考えただ

けでも悲しいことだと述べる。このような郷愁，あるい

は殺を恵、う気持は.friJも田舎で土に親しu村人広限った

ことではなし他村あるいは組踊へ嫁ぐ運命にあった女

性一般にあてはまる心情であろう o 円、さき物への旅人j

を自認する作者は，その小さき物を対象にしながら，普

滅的真理を合u作品に仕上げている場合が多いのであ

る。

“1n Chitterne Churchyard刊においても， Chitterne村

の嘉の絡まる官びた教会合訪れた作者が，その付属墓地

で出合った二人の老婦人の印象を記している。二老婦と

も辺りの;誌を掻き分けては墓石を探し，もはや謄り減っ

て答の生えた碑文を読んでは，また期の墓石を擬すとい

う動作を繰り返えす。この二老婦は初対語同志、であった

が，その会話から，交通の不便な村から Eがかりでや

って来たことがわかる。二人とも長年落参の夢を措いて

いたこと，しかも同じ自に. I可じ場所でその夢が実現し

たこと者知り，その偶然の一致に驚き合うのである。更

に，二人とも同じ村の出身者で，それぞれ7蔵と10議の

詩にそこを離れて以来，一度も戻ったことがなかった。

そう L寸次第で，親や祖父母，あるいは親類の賦る墓を

探しにうtEたというのが，二人の共通した語的であった。

二人の会議から作者は，どちらも60議を識かに過ぎ，未

亡人であるが子宝に窓まれ，今は宰播な生活を送ってい

ることを知る。この鰐，作者は対象者から離れた位離に

あり，終始客観的な立場で銭察するが，その表現は老婦
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への思い遣りや， I母楕心で、満ちている。この小品はしか

し誌がら， ここで終っているのではなし それぞれ怠

子や娘を白慢し合っているうちは良かったが，これが崩

じてu論となり， I日嘩わかれしてしまう結ょになってい

る。従って，読者はこのような結ょに，最初の詞情心も

どこえやら， -riJ笑しさと悲しみの入り雑じった気持を味

わうであろう。作者の友人であり，文人でもあった

Robert邑が作mill1全体全通じて，“1think the one 1 like 

best was that about the two old women in the church-

yard"21 と述べ，このエッセイを'賞賛しているのは， こ

のような前手と後半の逆転劇が副白いからでもあろう o

作者は“AH加 nterof Churchyard"と題したエッセ

イのなかで，そのタイトノレがぷすように，地方の京地，

特に教会付麗墓地をi訪れてはそれについてぶしている。

被が纂地合訪れるについてはいろいろな理由が3考えbれ

ようが，単に漉碑銘を読んだり，あるいはそれを踏記す

るために出かけるのではなL、。 UJ…汁こ考えられる瑚rfJ
は，伎の場合基石に刻まれた文字そのものに関心があ

るからで島る。しかもその文学が，風雨に噺され，判読

も容易でないほど古びた文字に関心を寄ぜる。それは現

代の碑文が形式的で，単調であるのに反し，古し峠ー伐の

ものにはその時代の特徴が秘められているからである。

17世紀の碑文に簡をとれば，作者はこれを最上のものと

考えるのであるが，まずその事石が300年の風d雪に絶え

得るような硬紫の石であったこと，またそのような硬震

の石に文予を刻み込まねばならなかった石工が，者j現な

労力を費やした形跡があることなどが，忍ばれるのであ

る。そのような墓石ι刻み込まれた文字は，独得な綴り

と1彩服をむし，はる者に風変りえE魅力を与えるのであ

る。次じこれを内潜的に見れば，古い碑文じは[1与として，

無意、i哉のうちにユーモアのある場合が発見され，それで

いて読む者に涙を催さ捻るものがある。こういう碑文を

作者はベストだとJ!.s:ベ，いろいろな例会?挙げて説明す

る。このような古い慕石にはそれなりのしきたりや様式

があるようι，そこに潟まれた文学にもその時代の個性

が見られる。興味探いことに，ジヤコビアンやキャロラ

イン時代の緯文にはDonneゃな剖haw，あるい法

Vaughanなどの作品に克られるよう応 conceitや

fantasticalnessが蹴り入れられて， 当時の文学上の特設

が皮検されていることである。作者が息地を訪れる現巾

として第二に考えられるのは，文字そのものが持つ魅力

もさることながら，稗文の内容に強い関心があるためで

ある。例えば，かつては村の主役を演じながら，永i遂に

忘れ去られてしまった村人の記録や感情が刻まれてレる

碑文などがそうである。要するに作者は，市への村人に

対する感情を呼び、さましてくれ，感概にふけさせてくれ
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るような碑文に，多大な関心を示すと言える。こうして

作者は墓地Jこあって，“Elegy"の作者 ThomasGray同

様，忘れ去られた村人に思いを馳せる。ただし彼の場合，

死者だけではなく，速い過去に離村し，もはや行方も知

れなくなった子孫へも思いが及ぶ。その子孫は今いずこ

に住むやと安否を問い，その子孫は祖先の名前や伝説

を，あるいは村の名前を知るやと推測する。彼の考えで

は，死者の何かが子孫のなかに生き残っており，このた

めその声を聞いた子孫は，地の果からでも故郷に戻って

くるのだとしづ。その場所，その村，その土壌，受け継

がれてきた想し、LHや感情の何かが，子孫を故郷に呼び戻

すのだと信じるのである。先に引用した二人の老婦や母

娘の基参の例は，このような彼の恕念が要因となって摘

かれたものと思われるのである。

VI 死者との交流ー結語

アルゼ‘ンチンの大草原で生を受け，恵まれた白然環境

で動植物や烏類と生活を共にしてきた作者が，意、を決し

て祖先の国へ渡ったのは1874年.33歳の時であった。以

後，大都市ロンドンで，貧之ながらも所'市を持ち，文筆

業に専念するが，彼のどこかに自然を求める気持があっ

た。否，むしろ大都市ロンドンが，白然を求めざるを得

ない桁神状態に彼を追いやったと亘った方が，妥当なの

かも知れない。都市は人間を1'3ltJにし，解放感を与えて

くれるかも知れないが，一方では人口過密や騒音，ある

いは多忙や時間的拘束など，大都市のかかえる問題のた

め，心の安らぎが失われる傾向がある。大都市にあって，

人為的生活条件を強いられた作者にとって，心の安らぎ

は是非とも必要なことであった。この忙しい気持を解消

するために，彼は田舎に出かけ，母なる自然と接触する

ことで，心の調和を保とうとした。彼は始めて外出し，

森や野原を眺めた時，感動のあまり涙が出たと述べてい

る。彼がr':J然に口を向けたもう一つの理由は，彼の白然

思怨に1tl*-:するのであって，これが根本毘由と考えられ
る。前にも触れたように，自然は白己の一部であり.n 
己であるという思想である。例えば，彼は空・雲・ 1;]1・

風・行・土・動物・植物等，これら全てが I~ 己の一部で

あり，自己であると考えるのである。このことは彼が精

神的にも，また肉体的にも，臼己と環境を完全に調和き

せ，周辺の空間に自己を拡張していることを意味する。

白然との関係を，このように深い粋で結ぼれていると考

える彼は，対人間社会についてはどのような見方をして

いるのだろうか。まず，大都市に住む人々の生活につい

て言えば，軽蔑やさまざまな不快要素で着色されたもの

は別として，純粋な人間的愛情は存在しないと考える。
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街頭を長蛇の列をなし，互に無関心を装いながら往来す

る人々に，彼は同胞意識を持てないのである。彼にはこ

れらの人々が，人間の顔をした蟻の群に思え，愛情も同

情も湧いてはこない。他方，農村社会においては，人々

はまだ人間性を失ってはいないと判断する。それ故に彼

は村人を愛し，はては自身をも，村の精神をもった村人

であると主張する。ここで注目すべきことは，村人と I~

称する彼が，単に日常言葉を交わす生者だけに関心を示

すのではなく，目に見えぬ村人たる死者をも含めている

点である。ここに至って，彼がなぜ村や墓地を訪れるの

か，その理由が一層明確になるのである。村人の心を持

った彼が，村人を愛したのも，また不可視の隣人を興味

の対象にしたのも，自然、なことであったと言わざるを得

ない。しばしば彼が各地の墓地を訪れたのも，結局そこ

に死者が眠っているからであり，かれらと一緒にいるの

が嬉しいからである。彼の死者に対する信仰は村人のそ

れで、あり，キリスト教徒に見られる信仰とは異なる。彼

i'J身の信仰によれば，死者は審判を受けたり，別世界で

眠るのではなく，埋められた場所で，しかも依然として

村人のままで，眠っているのである。しかも，かれらは

ぐっすり眠っているのではなく，生者が訪問したり，話

しかけたりするのを見聞しており，これを来しみに待っ

ているのだと信じる。彼のこのような信念に従えば.IJ三

者と死者の交流が可能になり，その交流点が教会であ

り，墓地であることになろう。既に述べたように，現実

界においてあらゆる自然と一体になった作者は，ここに

至って死者の国まで自己を拡張し，死者との交流を通じ

て此岸と彼岸との結合を可能にする。 r小きき物への旅
人」は実は，地上と地下の時間や空間を超越した壮大な

世界を旅していたので、ある。
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